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　五島市は五島列島の南西に位置し、
市の人口の9割以上※が住む福江島を
はじめ、11の有人島と52の無人島からな
ります。また、2018年6月には「長崎と天草
地方の潜伏キリシタン関連遺産」がユネ
スコの世界文化遺産に登録され、20もの
教会が残る〝世界遺産の島″としても注
目されています。この美しい島の新しい
課題として浮上した鳥獣害対策の背景
について、五島市農業振興課の藤原 
勝栄氏は次のように語ります。
　「2015年の長崎県の調査では福江島
の南西部に1,670頭くらいのシカが生息
していることが分かっていましたが、その
ころからイノシシによる水稲や甘藷など
の農作物被害も福江島の北東部で出
始め、シカとイノシシを合わせた被害額も

年間で500万円近くにのぼっています。ま
た、イノシシと車・バイクがぶつかった人
身事故や物損事故も起きています。そう
したなか、捕獲免許を持った猟師さんの
数は100人程度と少なく、かつ高齢化し
ていますので、このまま放置すれば被害
がますます深刻化・広域化するのは目に
見えていました」

　一般的な鳥獣害対策としては、電気
柵やワイヤーメッシュ柵のほか、箱わなや
囲いわななどが用いられます。なかでも
捕獲の観点では機動力もあわせて箱わ
なが有効とされ、福江島だけでも約150
基が設置されています。しかし、問題とな
るのが箱わなの管理だといいます。

　「箱わなの設置場所にしても、これまで
はどこに設置するのか、どのタイミングで
移設するかなど、猟師さんの経験知や
見回りに頼るしかありませんでした。また
箱わなにかかっているかどうかを確認し
に行くのも大きな負担でした。これらを一
元的にシステム管理することで、効率的
で効果的な対策を実現するため、IoTの
力を活用することにしました」（藤原氏）
　そこで五島市では総務省の「ICTま
ち・ひと・しごと創生推進事業」に応募。
NTT西日本と連携して、出没検知セン
サーや地理情報システム（GIS）などのソ
リューションを持つ日立との協創によって
鳥獣害対策に取り組むことになりました。

　今回構築されたシステムは、鳥獣の調
査・捕獲（わな）区域に、出没検知や捕
獲検知のためのIoTセンサーを設置し、
これらを地理情報システムと連携させる
ことで、鳥獣の出没や捕獲などの状況を
リアルタイムで可視化・通知できるように
なっています。たとえば、イノシシの出没
や捕獲をセンサーが感知すると自動的
に写真撮影を行い、事前に登録された
捕獲隊員にメールを送信することで、現
場の状況を迅速に把握できます。
　「このシステムは2017年11月末から、
もっともイノシシ被害が大きい北東部の
奥浦地区で、捕獲検知センサー10基、
出没検知センサー10基という規模で市

近年、シカやイノシシなどの野生動物による農作物の被害が深刻化・広域化しており、農林水産省の調査によれば、その
被害額は全国で年間約200億円といわれています。鳥獣害はその経済的損失だけでなく、営農意欲の減退、耕作放棄地
の増加、さらには市街地の環境悪化や人的被害にも及んでいます。その対策のブレイクスルーとして、いま期待されてい
るのがIoTを活用した日立の鳥獣害対策システムです。この最先端の取り組みを、長崎県・五島市で追いました。

五島市 http://www.city.goto.nagasaki.jp/

五島市と日立の協創で、
鳥獣害から暮らしを守る。
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※ 34,804人（2017年3月末現在）。五島市全体の
　 人口は37,298人（2018年7月末現在）
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広域化で急務となった
鳥獣害対策

鳥獣出没の見える化で
変わる捕獲

猟師の経験知と労力を
IoTで補う
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　藤原氏は今後の計画について、奥浦
地区からさらに対象区域を広げるだけ
でなく、現在は直接被害を受けていない
地域での出没データも取り込んで、さら
に鳥獣害対策のレベルを高めていきた
いといいます。また鳥獣害だけではなく、
不法投棄の監視、農業用水のチェック、
防犯対策などにもつながるものとして期
待されています。
　いま日立は、五島市に提供したセン
サーデータを蓄積し鳥獣の出没や捕獲
状況などを地図上に表示する機能を、
「鳥獣害対策支援サービス」としてクラウ
ド環境で提供することで、どのユーザーで
も容易に利用できるようにしようとしていま
す。わが国の農作物被害の約7割を占
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職員の捕獲隊が中心となって運用を始
めました。出没エリアが地図情報上に可
視化されたことで重点的に箱わなを仕
掛けられる点が大きいと思います。従来
設置されていたセンサーカメラだと、現場
へ行ってSDカードを抜き取ってから所内
で再生確認しなければなりませんでした
が、その手間と労力が軽減されました」
（藤原氏）
　もちろん出没・捕獲の情報は地区の
猟師さんたちとも共有できるといいます。
五島市ではここ数年のシカとイノシシの
捕獲目標をそれぞれ500頭に設定し、そ
の目標をクリアしてきました。とくにイノシシ
被害は実りの季節と重なるため、秋に向
けてより効率的に効果的に捕獲するとい
う点で、今回のシステムに対する期待は
大きいといいます。

め、大きな離農動機の一つにもなっている
シカ、イノシシによる被害。その解消にむけ
た取り組みが、IoTと人のアイデアによっ
て加速する兆しを見せはじめています。

所 在 地
人 口
世 帯 数
職 員 数

長崎県五島市福江町1番1号
37,207人（2018年9月30日現在）
19,930世帯（2018年9月30日現在）
533名（2018年4月1日現在）

五島市

（株）日立製作所 サービス＆プラットフォーム事業本部
http://www.hitachi.co.jp/IoTM2M/

お問い合わせ先・情報提供サイト

五島市
藤原 勝栄 氏

●本記事は日経ビジネス2018年10月12日号に掲載されたものです。

捕獲の効率化に悩む
自治体の希望に

日立で開発中のクラウドサービス「鳥獣害対策支援サービス」のイメージ図

IoT/M2M
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